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毎月10日・25日
福岡県遠賀郡
水　巻　町　発　行

町民体育
競技大会 めざましい体力の向上

ー・630人が参加・－
6月15日、町民体育競技大会が開かれ、初夏の太陽のも

と630名の選手が日頃鍛えた技を競いあいました。

各競技別優勝者（敬称略）

◇バレーボール　一般男子・役場、一般女子・頃末、中学男

子・頃末Ａ、中学女子・水巻中Ａ、小学生女子・下ニスポ

少Ａ

◇卓球　壮年男子・大伏朝利、一般男子・松本剛、一般女子

・中園保代、中学女子・宮下尚子

◇軟式庭球　中学男子団体・水巻中、中学女子団体・水巻

中、一般男子団体・日高・磯野・行実・二戸・浜田・大庭
組、女子オープン・水巻中

◇剣道　小学5年・斉藤寛、小学6年・甲斐田彰、中学1年

・編杯事喜、中学2年・羽田野大二郎、中学3年・大窪忠

弘、一般三段以下・石橋一誠、一般四段以上・原田宗章
◇弓道　個人有段者・上野好ｎ一、個人無段者・真島昭、女子

・永富小百合
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保

険

料

は

期
限
ま
　
で
　
に

納
　
め
　
ま
　
し
　
ょ
う

国
民
年
金
は
、
被
保
険
者
、
ま
た
は

被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
が
老
齢
、
障

害
、
母
子
な
ど
所
得
喪
失
状
態
に
な
っ

た
と
き
に
年
金
を
支
給
し
ま
す
が
、
こ

の
財
源
に
は
、
被
保
険
者
が
納
付
す
る

保
険
料
と
、
こ
の
納
付
さ
れ
た
保
険
料

に
　
ｌ
対
す
る
国
庫
負
担
が
当
て
ら
れ
ま

す
。し

た
が
っ
て
所
得
保
障
と
し
て
の
年

金
給
付
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は
、
国

民
年
金
の
財
政
を
支
え
る
保
険
料
が
確

実
に
納
付
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
被
保
険
者
は
、
保
険
料
の
免
除
者

を
除
き
保
険
料
の
納
付
義
務
を
負
っ
て

い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
保
険
料
の
納
付
は
4
・
5

・
6
月
分
は
7
月
末
日
ま
で
と
い
う
よ

う
に
納
期
限
が
3
カ
月
ご
と
に
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
も
う
一
度
、
納
め
忘
れ

た
保
険
料
が
な
い
か
ど
う
か
国
民
年
金

手
帳
を
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

こ
の
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
せ
ん

と
、
万
一
、
け
が
を
し
た
り
、
不
幸
に

し
て
ご
主
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
な

ど
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
と
か
、
老
後
の
生
活
の
た
め
の

老
齢
年
金
を
受
け
る
資
格
が
な
い
よ
う

に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
保
険
料
を
何
カ
月
も
滞
納
し
ま

す
と
保
険
料
の
額
も
大
き
く
な
り
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
少
し
の
滞
納
の
た
め

に
せ
っ
か
く
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
保
険
料
は
所
定
の
期
限
ま
で

に
必
ず
納
め
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。納

入
が
困
難
な
方
は

免
除
の
手
続
き
を

国
民
年
金
は
、
他
の
公
的
年
金
制
度

に
加
入
し
て
い
な
い
人
を
す
べ
て
対
象

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
な
か
に
は
病
気

や
事
故
な
ど
で
収
入
が
な
く
な
り
、
保

険
料
を
納
め
き
れ
な
い
人
も
で
て
き
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
人
が
所
定
の

手
続
き
を
す
れ
ば
、
一
定
の
期
間
、
保

険
料
を
免
除
す
る
し
く
み
を
と
り
入
れ

て
い
ま
す
。

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
か
ら
と
い

っ
て
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り

ま
す
が
、
免
除
の
手
続
き
を
し
て
お
く

と
、
す
べ
て
の
年
金
を
受
け
る
権
利
が

保
障
さ
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
免
除

の
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し

ま
す
。保

険
料
が
免
除
さ
れ
る
の
は
、
次
の

場
合
で
、
ま
た
、
免
除
を
受
け
ら
れ
る

の
は
、
農
林
漁
業
従
事
者
、
自
営
業
者

な
ど
国
民
年
金
に
必
ら
ず
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

手
続
き
は
、
・
国
民
年
金
手
帳
と
印
鑑

を
持
参
し
て
役
場
の
窓
口
で
行
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

！
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
場
合
　
－

①
　
国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
障
害
福

祉
年
金
、
母
子
（
準
母
子
）
福
祉
年

金
を
受
け
て
い
る
と
き
、
お
よ
び
生

活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
と
き
、
あ
る
い
は
国
立
の
ら

い
療
養
所
に
入
っ
て
い
る
と
き
。

㊥
　
家
計
が
苦
し
く
て
、
保
険
料
が
納

め
ら
れ
な
い
と
き
。

㊥
　
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以

外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
と
き
。

④
　
被
保
険
者
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の

い
ず
れ
に
も
住
民
税
が
賦
課
さ
れ
て

い
な
い
と
き
。

高
齢
者
（
明
治
3
9
年
4
月
2
日
か
ら

明
治
4
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
）
の
万
が
、
過
去
2
回
の
時
期
（
昭

和
4
5
年
1
月
か
ら
と
昭
和
4
8
年
1
0
月
か

ら
）
に
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
た
「
5

年
年
金
」
の
請
求
は
ど
の
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ご
存
知
で
す
か
。

極
5
年
年
金
の
裁
定
請
求
が

で
き
る
時
期

保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
5
年
間
（

5
年
を
越
え
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
も
あ
り
ま
す
。
〕
あ
り
、
か
つ
満

6
5
歳
以
上
で
あ
る
と
き
と
な
っ
て
い
ま

ｒ
ｔ
．
卜
「
Ｌ
を
．
、
1
．
．
一

す
。

極
裁
定
請
求
書
の
提
出
先

住
所
地
の
市
町
村
役
場
に
備
え
つ
け

て
い
る
「
裁
定
請
求
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
、
捺
印
し
て
、
国
民
年
金
手
帳

を
添
付
し
、
そ
の
役
場
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

謡
通
知

社
会
保
険
庁
で
は
、
保
険
料
の
納
付

状
況
、
お
よ
び
年
齢
に
よ
り
年
金
を
受

け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し

受
け
る
権
利
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と

き
に
は
「
国
民
年
金
証
書
」
と
「
年
金

戯
定
通
知
書
」
を
作
成
し
、
請
求
者
に

送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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名誉町民

末岡定三郎氏永眠さる

水
巻
町
名
誉
町
民

・
末
岡
定
三
郎
氏

は
、
か
ね
て
か
ら
病

気
療
養
中
で
ふ
り
ま

し
た
が
、
六
月
十
八

日
、
八
十
三
歳
を
も

っ
て
永
眠
さ
れ
ま
し

た
。氏

は
、
本
町
議
会

議
員
と
し
て
昭
和
二

十
二
年
か
ら
四
年
間

町
政
に
参
画
し
、
総

務
財
政
委
員
長
の
重

責
を
全
う
さ
れ
多
大

の
功
績
を
立
て
ら
れ

六
月
五
日
か
ら
全
国
環
境
週
間
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
八
幡
西
区
折
尾
、
国

鉄
折
尾
駅
の
玄
関
前
を
流
れ
て
い
る
堀

川
水
門
は
、
ご
み
た
め
同
然
。

同
地
区
で
作
っ
て
い
る
「
堀
川
を
守

る
会
」
　
は
、
そ
の
つ
ど
ご
み
さ
ら
え

や
、
草
刈
り
奉
仕
を
し
て
い
ま
す
が
、

ひ
と
雨
降
れ
ば
取
っ
て
も
取
っ
て
も
ご

み
の
山
。

堀
川
は
、
中
間
市
の
遠
賀
川
唐
戸
水

門
か
ら
水
巻
町
を
へ
て
、
折
尾
長
崎
ま

で
の
全
長
六
・
八
キ
ロ
と
、
二
百
一
町

に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。

町
内
に
は
、
こ
の
堀
川
を
は
じ
め
曲

川
、
羅
漢
川
な
ど
が
縦
横
に
走
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
か
沿
岸
住
民
の
万
た
ち
で

河
川
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
二
十
二
年
水
巻
町
商

工
会
副
会
長
に
就
任
、
二
十
四
年
に
・

会
長
、
二
十
六
年
に
顧
問
を
歴
任
さ

れ
、
二
十
八
年
間
の
永
き
に
わ
た
り

地
元
中
小
企
業
、
地
場
産
業
の
発

展
、
本
町
の
産
業
基
盤
の
育
成
に

尽
力
さ
れ
生
涯
を
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し

た
。一

方
、
行
政
の
良
き
相
談
役
と
し

て
多
年
に
わ
た
り
本
町
行
政
に
多
大

の
貢
献
を
な
さ
れ
、
昭
和
四
十
一
年

十
一
月
、
水
巻
町
名
誉
町
民
と
な
ら

れ
ま
し
た
。

氏
の
ご
功
労
と
遺
徳
を
し
の
び
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

ひと雨降るとゴミの山となる折尾駅前の堀川

醐
甜
拙
踊
酬
附

∩
‖
∪
［
山
　
に
肌
Ｄ
【
＝
い
〕
∩
〓

ル
や
セ
ロ
テ
ー
プ
な
ど
は
な
る
べ
く
避

け
、
中
身
が
ぬ
け
出
な
い
よ
う
に
し
っ

か
り
封
を
し
て
く
だ
さ
い
0

書
留
郵
便
物
は

捕
償
金
額
の
申
し
出
を

現
金
以
外
の
貴
賓
品
や
書
類
な
ど
を

書
留
郵
便
で
差
し
出
さ
れ
る
場
合
は
、

万
一
郵
送
途
中
で
亡
失
し
た
り
、
内
容

品
が
こ
わ
れ
た
と
き
に
補
償
し
て
も
ら

い
た
い
金
額
を
窓
口
で
必
ず
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
万
一
の
場
合
は
申
し
出
ら

れ
た
金
額
の
範
囲
内
で
補
償
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
申
し
出
が
な
い
と
補
償
金
額

は
五
千
円
以
内
に
な
り
ま
す
。

あ
て
名
書
き
は

注
意
し
て

郵
便
物
の
あ
て
名
は
、
雨
や
湿
気
の

た
め
に
読
み
に
く
く
な
り
や
す
い
筆
記

具
は
な
る
べ
く
避
け
て
、
町
名
、
丁

目
、
街
区
符
号
、
住
居
番
号
、
ま
で
詳

し
く
、
特
に
ア
パ
ー
ト
名
、
む
ね
番
号

室
番
号
、
肩
書
き
な
ど
も
忘
れ
ず
に
詳

し
く
お
書
き
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
封
を
さ
れ
る
場
合
は
、
シ
ー

7

　

月

　

　

の

心
配
ご
と
相
談

七
月
の
心
配
ご
と
相
談
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
7
月
7
・
1
7
・
2
6
日

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

◆
場
所
　
水
巻
町
民
会
館

町
が
自
動
的
に

継
続
の
手
続
き
を
し
ま
す

町
で
は
、
老
人
福

祉
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
六
十
五
歳
以

上
の
万
の
「
交
通
共

済
契
約
掛
金
」
を
、

全
額
町
費
で
負
担
す

る
制
度
を
四
十
九
年

の
七
月
一
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
五
十
年
六
月
三
十
日
で
期
限
切
れ

と
な
る
た
め
継
続
の
手
続
き
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
老
人
交
通
共
済
制
度

に
関
し
て
は
、
町
が
切
替
手
続
き
を
自

動
的
に
行
な
い
ま
す
の
で
、
期
限
が
切

れ
て
も
切
替
え
（
更
新
）
の
手
続
き
に

来
ら
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

事
故
に
あ
え
ば

役
場
に
連
絡
を

切
替
え
後
の
領
収
書
（
契
約
書
）
は

今
回
か
ら
本
人
に
は
交
付
せ
ず
町
で
保

管
し
ま
す
の
で
、
も
し
も
事
故
に
あ
わ

れ
た
と
き
は
、
役
場
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。ま

た
、
こ
の
老
人
交
通
共
済
に
は
、

水
巻
町
民
で
水
巻
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
印
鑑
を
持
参
し
役
場
住
民

相
談
室
へ
。

問
合
せ
先

水
巻
町
役
場

脅

6

0

1

住
民
相
談
室

4
3
2
1
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7

月

1

日

か

ら

一
筆
地
の
調
査

町
で
は
、
国
土
調
査
事
業
を
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
七
月
一
目
か
ら
一
筆
地

調
査
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
六
月
三
十

日
ま
で
に
各
所
有
地
に
は
境
界
く
い
を

打
た
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
山
林
、
原
野
な
ど
雑
木
の
密

生
し
て
い
る
境
界
線
は
、
早
目
に
刈
払

を
し
、
境
界
を
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ

い
。
隣
地
境
界
不
明
の
場
合
は
、
調
査

及
び
測
量
は
い
た
し
ま
せ
ん
か
ら
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
（
境
界
く
い
は
国
土
調

査
係
で
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。
）

一
筆
地
調
査
の
立
会
日
時
は
後
日
通

知
し
ま
す
が
、
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
役

場
産
業
課
国
土
調
査
係
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

問
題
が
あ
れ
ば

実
施
委
員
会
に

町
道
水
路
や
国
有
地
関
係
の
境
界
に

つ
い
て
は
、
実
施
委
員
会
と
関
係
官
庁

が
確
認
を
し
て
決
定
し
ま
す
の
で
、
問

題
個
所
が
あ
れ
ば
事
前
に
実
施
委
員
会

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

猪
熊
地
区
国
土
調
査
実
施
委
員

柴
田
巳
代
治
、
大
場
寿
基
雄
、
原
田

弘
道
、
矢
野
繁
美
、
大
場
金
吾
、
田
中

一
郎
、
貞
末
至
、
光
末
文
雄
、
前
田
忠

蔵
、
椿
　
明

〝
奥
さ
ん
″
あ
な
た
も
参
加
を
／

家
庭
婦
人
の
体
力
づ
く
り

バ
　
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

一
、
と
　
き

一
、
と
こ
ろ

一
、
申
込
み

7

月

1

3

日

（

日

）

9

時

か

ら

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

7
月
5
日
ま
で
に
町
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
。

6月4日虫歯予防デー

吉田小学校2年1組

竹内郁番ちゃんの作品

□
　
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
門
　
口
　
梶
　
築
　
水

青
　
少
　
年

珠
算
競
技
大
会

町
は
、
第
十
七
回
水
巻
町
青
少
年
珠

算
競
技
大
会
を
行
な
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
次
代
を
に
な
う
青
少
年
の

健
全
育
成
と
情
操
陶
冶
を
は
か
り
、
よ

り
よ
き
人
間
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
小

・
中
学
生
を
対
象
と
し
て
行
な
わ
れ
ま

す
。

圏
日
時
　
7
月
6
日
　
年
前
9
時
か
ら

麗
会
場
　
水
巻
町
民
会
館
ホ
ー
ル

圏
主
催水

巻
町
教
育
委
員
会

水
巻
町
青
少
年
問
題
協
議
会

水
巻
町
青
年
団
体
協
議
会

参
加
申
込
み
は
、
地
区
公
民
館
長
に

は
6
月
2
4
日
ま
で
と
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
6
月
3
0
日
ま
で
に
い
た
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地
区
公

民
館
長
を
通
し
て
町
教
育
委
員
会
事
務

局
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

税
務
大
学
校

普
通
科
生
の
募
集

税
務
大
学
校
学
生
は
、
国
家
公
務
員

採
用
初
級
試
験
（
税
務
）
の
合
格
者
か

町
　
住
　
民
　
相
　
談
　
室
　
（
電
　
話
　
6
0
1

ら
採
用
さ
れ
入
校
し
ま
す
。

㊥
受
験
資
格
　
昭
和
3
0
年
4
月
2
日
－

昭
和
3
3
年
4
月
1
日
生
れ
の
男
子

㊥
顧
書
受
付
　
7
月
1
6
日
～
7
月
2
9
日

（
提
出
先
　
人
事
院
九
州
事
務
局
）

㊥
第
一
次
試
験
　
1
0
月
5
日

㊥
試
験
内
容
　
高
校
卒
業
程
度
の
教
養

試
験
の
ほ
か
、
通
性
及
び
作
文
試
験

㊥
問
合
せ
先
　
国
税
局
ま
た
は
、
も
よ

り
の
税
務
署

㊥
入
校
先
研
修
所

・
税
務
大
学
校
熊
本
研
修
所

・
税
務
大
学
校
東
京
研
修
所

・
税
務
大
学
校
大
阪
研
修
所

ｉ

も

ｒ

〃

も

オ

ｌ

電
話
（
加
入
権
）
の

公
　
売

町
は
、
電
話
加
入
権
の
公
売
を
次
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
。

。
日
時
　
6
月
3
0
口
　
1
0
時
か
ら

。
場
所
　
役
場
東
別
館
第
一
会
議
室

。
公
売
財
産
・
数
量

電
話
（
加
入
権
〕
　
2
台

。
公
売
の
方
法
、
入
札

く
わ
し
い
こ
と
は
、
住
民
課
収
納
係

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

Ｌ

ｌ

水道修理の　申込み　は

水巻町管工事組合へ
〔電話　601・8333〕

町内の水道修矧ま「管工事組合」で行ないます。各家庭

で水道修理をしなければならないときは、直接「管工事組

合」にお電話を一。

日　曜　在　宅　医

093・24・0385ｉ

691．0553

691．2943

601．2873

橋

口

宋

末

膳大
樋
頃
頃

科
料
科
料

用
用
人
欄

内

内

婦

内

院

院

院

院

医

医

医

医

本

原

口

本

楯

前

坂

楠

日
　
日
　
日
　
日

2

9

　

6

1

3

2

0

月
　
月

6
　
7

せ警時間は9：00‾17‥00、原則として往診はいたしまｌ

ー

　

4

3

2

1

）

　

　

　

日

　

印

　

剛

　

冷

　

牟

　

田

　

印

　

刷

　

合


